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マイクロコンピュータ制御規格形乗用･住宅用

エレベーターの開発
日立製作所では,二股近のマイクロコ

ンピュータ技術を採用して､時代のニ

‾ズに介った各椎新機能を組み込み,

かつ信頼惟の向上も実現した新しいマ

イクロコンピュータ装備(図】)の規格

形エレベータービルエースを開発した

(図2)｡

規格形エレベーターは,ホテル,事

務所ビル,アパート,病院など幅広く

使川されてし､るので,乗客の使いやす

さ,運転件能の改善,更に省エネルギ

ー化など多くの特長を付加し,従来に

ない質の高いエレベータ

区= マイクロ

コンピュータプ

リント板

図2 規格形乗用

エレベーター｢ル

ナ+形乗りかご

ーと した｡

主な仕様及び特長

(1)束客の乗り降り状況に合わせて,

ドアの開いている時｢ijほ自重柏小二調整

した｡乗場呼びで開いた場合は長く,

かごから人が降りるだけの場合は失豆く

するなど合理的に細かく調整し,運転

効率も向上した｡

(2)かご内の東客数と行先ボタンの登

錨数とから,ボタンのいたずら押しを

日動的に検出し,これをキャンセルす

るようにLた｡アパ【トなどでのいた

ずら押しを1妨止し,運転効率の｢昌LL,

省エネルギーをⅠ対った｡

(3)3分r御乎びがなし､とき,かご照明

とかご天井扇は自動的に休1上二する｡

(4)制御リレーや機械式かご位置検出

装置を大幅にマイクロコンピュータ化

し,信束削隼を高めた｡

(5)万一に備え,マイクロコンピュー

タを2て1用い,相互に異常を診断する

機能をもたせるとともに,二重系運転

システムとして,乗客がかご内に閉じ

込められるおそれを防+卜した｡

(6)規模や用途に応じて,エレベータ

ー機能をより高める有償付加仕様を‾F

記のように充実した｡

(a)自動休止スケジュール運転

ビル管理の自動化のため,所定の時

HjJになると自動的にエレベーターを

休止とする｡

(b)不停止階スケジュール運転

綾子ナ目的ビルの管理のため,特定時

間帯に利用しない階に対しては,自

動的にサービスを停止する｡

(C)出退勤時(朝,夕)スケジュール

運転

どのような建物でも朝と夕方には,

昇り降りの偏った交通需要となるの

で,この状態に対応して,出発階を

変更するなど,運転指令を変更する｡

(d)3台の全自動群管理運転

3台の並設エレベーターをバランス

よく管理し,待ち時間を短縮,均一

化する｡

(日東製作所 機電事業本部)

オールステンレス∨形エスカレーターの開発

エスカレーターは,デパート,ショ

ッピングセンタ"はもちろん,一般ビ

ルでも出入口階を中心に交通の動線と

して広く普及しているが,最近のエネ

ルギー事情の緊迫から消費電力のより

少なし､エスカレーターのノ実現が強く望

まれるようになっている｡

日立製作所では,このようなニ【ス

にこたえるものとして,従来機椎に比

べ約30%の動力節i成と,合わせて建物

床面積の有効活用を川るため占有スペ

ースを縮ノ卜したⅤ形エスカレーターを

開発し,発売した(図1)｡
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図lV形エスカ

レーターの外書見

表l 主な仕様

形 式 1200V-UN 800V-UN 1200V-E 800>一E 11200V-P 800V-P

欄
干

意
匠

ターミナル形1犬 ダフ`ノレカーフナ 半 円 1 半 円

バ ネ ノレ 透明弓主イヒカ◆ラス 透明強化ガラス l ステンレス

支 柱 な L
l

あ り

全 幅(mm) l′550 l′150 】′550 l.150 l′550 l.150

崖沓

段

イ垂

路 面 ステンレス

テごマケーショ ン 四方(左右側端の桟は8mm)

ライザ

用電動機

シンクーノレビッチかみあい クリートタイフq

3.7kW,5,5kW,7.5kW (階高6.500mmまで)

このV形エスカレーターは,上記の

特長に加え,ステンレスステップある

いは町方デマケーションの採用など,

よI)いっそう乗客に対する安全性を高

める配慮を払っており,発売以来,性

能,意匠ともに好評を博している｡

l.主な特長

(1)効率の良し-ヘリカルギヤ減速機の

採用,ハンドレールの駆動損失の削減

などにより,従来対比約30%の省エネ

ルギー化を【』った｡

(2)機器の小形化と合理的な配置によ

り,設置スペースを約10%縮小した｡

(3)ステップの境界を黄色で注意表示

する四方(従来は二万)デマケーション

により,好評のセーフティ 8mmと(㌢わ

せ東リ込み時の安全性を向上した｡

(4)ステップ踏面を欠損の生じにくい

ステンレス製にし,耐久件と安全性を

向上した｡

(5)我が国で初めて量産機椎に採用し

好評を得たステンレス欄干を,更に洗

練されたデザインとするとともに,欄

干端部周りの構造,寸f去を改良し安全

惟を一段と向上させた｡

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所 機電事業本部)
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日立ディジタル表示式

受変電設備の分野でも監視磐のコン

パクト化,各種表示,計測のディジタ

ル化のニーズが高まっており,日立ディ

ジタル表示式受変電用監視盤はこのよ

うな市場のニMズにこたえるため,マ

イクロコンビュ【タをん打用して作り上

げた製品である(図1)｡

1.主な特長

(1)据付面積は従来(+垂直自力二形監視

図l 日立テアイジタル表示式受変電用監

視盤(操作卓)

変電用監視盤;の完成

盤)の約-を以下であり,操作卓は机上

に置くことも可能である｡

(2)ディジタル表示J(であるたれ 監

視が容易である｡

計測は′受電関係が常時表示,7イ【

ダが選択表示であり,選択表示につし､

ては定格値に対する1判fナを表示し,表

示値の良否判定を容易にしてし1る｡

(3)誤操作1妨止と操作件の向上を凶っ

ている｡

(a)故障表示はディジタル表示とし,

発生Lた事故川貝け:に応じて表示して

いる｡

(b)事故が発生した場fナ,運転‾符に

操作内容を示す操作手順表ホ機能を

もっており,緊急時の誤操作【妨止を

図っている｡

(C)系統の運転北況を示す照光式模

擬母線,照光式操作スイッチにより,

事故の発生場所､操作しゃ断器など

を照光のフリ ッカで示し,状況の把

握を的確に行なうことができる｡

(d)]集作卓の操作を可能にするキー

インターロック機能をもち,操作の

表l 主な仕様

項 目 l 仕 様

常時表示

計 )則

オ′くレー

ショ ン

カイド

作

一般仕様

選択表示

3点入力DC4～20mA

48点 同 上

L操作手順
故障表示

!同時4点表示

同上

】方式 選択操作
2回線受電10フィーダ

系統表示i;(オプション20フィーダ)

電 と原

DC100′/l川∨

(AC100/l10V)

0へ400c周匪】温度

)主ニイ寸属晶とLて補助箱が必要である〔幅650×

高さ800×奥行750(mm)〕｡

確実性を図っている｡

(4)マイクロコンピュータの採用によ

り,機能及び信相性が向上した｡

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(日立‾製作所 機電車業本部)
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■小特集:ガス絶縁機器

オIスLや断器の技術動向と開発技術

大谷量ガスしゃ断器

境近のガス絶縁開閉装置

発電機主回路梢ガ､スしゃ断器

ガス絶縁開閉装置用酸化亜鉛避雷器いZLA､､

■省エネルギー論文

日本鋼管株式会什京浜製鉄所納め焼結鉱クーラ用廃熱ボイラ

低温作動吸収式冷凍機による低熱源利悶

■一般論文

地球観測画像情報記録システム

地球観測画條情報処.曙システム

全ディジタル方式による高精度地球観測画像情報処理技術

蒸1くタ【ビン主要弁の信頼性向上技術

車両用新形式台車

自動車総合管制システムの開発

日 立

日立1号機紹介

グ ラ フ

ル ポ

明日を開く技術

家庭 コ
ーナー

技 術 史 の 旅

続･美術館めぐり

Vol.42 No.3

ディジタル電子計算機

連行管理システム

高速道路の′荘力制御

ロボット技術

力ラーテレビ

生野銀山

笠間日動美術館
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